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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下向きに突き出している中央の突起（４）と、周辺の支持領域（５）と、前記中央の突
起から前記支持領域まで半径方向に延びている複数のリブ（７）を備えている中間のアー
チ（６）と、を有している「シャンペン底」形式の底（３）を有している熱可塑性材料製
容器（１）において、
　前記中央の突起（４）は下向きに突き出している円形の台地の形状であり、
　前記複数のリブ（７）は、前記中央の突起（４）から前記支持領域（５）まで、該領域
を除いて延びており、
　前記複数のリブ（７）は、該容器の軸線（１ａ）に実質的に平行な中間の平面（７ｃ）
を有しているＶ字型の断面を備えている２平面の形状であって、切れ目なく次々に続いて
おり、
　前記複数のリブ（７）は、湾曲した長さ方向の外形を有しており、前記複数のリブの各
谷底（７ｄ）は、前記中央の突起（４）に隣接しているその領域において、前記中央の突
起の基部よりも高くなっており、前記複数のリブの各谷底（７ｄ）と各頂上（７ｅ）は、
前記支持領域が実質的に平坦になり、その全範囲にわたって連続するように、前記支持領
域に隣接している前記谷底（７ｄ）と前記頂上（７ｅ）の領域に、前記支持領域（５）の
真上の曲率の中断のない連続した丸い部分に徐々に移行する曲率を有しており、
　これらによって、前記底の剛性を、前記支持領域に含めて、同時に前記底の厚さを減少
させることができつつ、上げることができること
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　を特徴とする容器。
【請求項２】
　該容器はＰＥＴで作られていることを特徴とする、請求項１に記載の容器。
【請求項３】
　該容器は、全体の形状が概ね回転円筒面の形状の瓶（１）であり、前記支持領域（５）
は環状、かつ前記中央の突起（４）と実質的に同軸であり、２平面の形状の前記複数のリ
ブ（７）は半径方向に延びていることを特徴とする、請求項１または２に記載の容器。
【請求項４】
　同じ角度幅を各々が有する複数のリブ（７）を有していることを特徴とする、請求項３
に記載の容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱可塑性物質で作られている容器であって、「シャンペン底」（すなわち、
急なドーム状の底、つまり容器の内側に向けてくぼんでいる底）として知られており、下
向きに突き出している中央の突起（つまり、底の凹状面内の突起）と、実質的に平坦な支
持物上に容器を安定して立てることができるようにする周辺の支持領域と、中央の突起か
ら周辺の支持領域まで半径方向に延びている複数のリブと、を備えているタイプの底を備
えている容器の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆる「シャンペン底」には、平坦で、とりわけ全範囲にわたって連続している周辺
の支持領域を作ることができるという利点があり、その結果、実質的に平坦な支持物上に
置かれた容器に著しく安定した土台をもたらす。このタイプの底は、内向きに非常に凸状
の形状をいているので、内部から底に作用する圧力に本質的に耐えることができ、そのた
め、ずっと安定しているため、容器が、加圧された液体（たとえばソーダ飲料）で満たさ
れるときに特に有利である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、これらの有利な性質を得るためには、熱可塑性物質の十分な厚さが必要であり
、この厚さが容器のボディの壁の厚さよりも目立って厚くなり（例えば、フランス特許出
願明細書第２　７３０　４７１号を参照）、それによって加熱された半製品からブロー成
形やストレッチブロー成形によって容器を製造するのがより困難になっている。
【０００４】
　材料の厚さを最小限にして、その結果、容器のコストを最小化する要求を伴うことが多
い、底の平坦性と安定性の改善を実現しようとするシャンペン底の多数の実施形態の変形
例が知られている。
【０００５】
　本発明の目的は、このタイプの底に本質的なすべての有利な特徴を併せ持つと同時に、
容器の製造に必要な材料の量を削減し、その結果、容器のコストを削減できる新規のシャ
ンペン底の構造を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そのために、本発明は、熱可塑性材料で作られており、下向きに突き出している中央の
突起と、周辺の支持領域と、中央の突起から支持領域まで半径方向に延びている複数のリ
ブを備えている中間のアーチと、を有している「シャンペン底」タイプの底を有している
、本発明によって構成されている容器において、
　中央の突起は下向きに突き出している円形の台地の形状であり、
　複数のリブは、中央の突起から支持領域まで、該領域を除いて延びており、
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　複数のリブは、容器の軸線に実質的に平行な中間の平面を有しているＶ字型の断面を備
えている２平面（ｄｉｈｅｄｒａｌ）の形状であって、切れ目なく次々に続いており、
　複数のリブは、湾曲している長さ方向の外形を有しており、複数のリブの複数の谷底は
、中央の突起に隣接しているその領域において、中央の突起の基部よりも高くなっており
、複数のリブの各谷底と各頂上は、支持領域が実質的に平坦になり、その全範囲にわたっ
て連続するように、支持領域に隣接している谷底と頂上の領域に、支持領域の真上の曲率
の中断のない連続した丸みを帯びた形状に徐々に移行する曲率を有している
　ことを特徴とする容器を提供する。
【０００７】
　この構成のおかげで、複数のリブの存在だけでなく、中断することなく次々に配置され
ており、互いに支持し、互いに補強し合っている複数のリブの実際の形状によって、中央
の突起と周辺の支持領域との間を延びているシャンペン底のアーチの機械的強度が改善さ
れる。この機械的強度は、中央の突起から始まり、容器の内部に向けて中央の突起よりも
高くなり、そのため凸状の側が容器の内部を向いている非常に著しい曲率を有しており、
それによって容器の耐圧性が向上している谷底を備えている各リブの特別な長さ方向の外
形によっても改善される。
【０００８】
　これらの個別の特徴のすべてが互いに組み合わされて、現在公知の底よりも強く、その
ため、公知の底と壁の厚さが同じ場合は、変形せずにより高い圧力に耐えることができる
か、所与の圧力に耐える場合は、より薄い壁の厚さで有利に作ることができるかのいずれ
かのシャンペン底を実現している。
【０００９】
　ここで、厚さを薄くできるのは、２平面の複数のリブを備えたアーチだけではなく、特
に従来は最も厚い周辺の支持領域も含まれる。
【００１０】
　中央の突起が下向きに突き出している円形の台地の形状であることによって、底の中心
が安定し、底の中心の形状寸法が半製品の射出成形工程から得られる結晶化した材料のペ
レットの正確な位置とは無関係に一定になる。底に関する限りは、これによって対称であ
る全体の形状が改善され、周辺の支持領域を容易に平坦にすることができる。
【００１１】
　本発明の構成は、特に容器がＰＥＴ製であるときに有用である。
【００１２】
　本発明の構成の好ましい用途は、容器が、全体の形状がほぼ回転円筒面の形状である瓶
であり、支持領域が環状で、かつ中央の突起と実質的に同軸であり、２平面の形状の複数
のリブが半径方向に延びている場合である。この容器は、各々の角度幅が同じリブを有し
ていることが好ましい。この場合、支持領域の直径が４５ｍｍ程度の瓶の一般例の実施態
様では、瓶の底は、同じ角度幅の約１０本のリブを有している。より一般的には、支持領
域の直径によってリブの本数を実質的に変更することが可能で、特に標準的な直径の瓶に
ついては８本から１６本の間で変更することができる。
【００１３】
　本発明の構成によって、材料をかなり節約することもできる。例として、１．５リット
ルの容量と底の直径が７０ｍｍ（支持領域内で計測）であって、前述のように１０本の２
平面のリブを備えた瓶の場合、公知の瓶と比較して少なくとも同一の、あるいはより改善
された機械強度特性を同時に実現しながら、アーチの厚さを減らすことによって材料を８
％から１５％程度節約し、また、支持領域の厚さを減らすことによって同程度の節約をす
ることできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明は、添付図面に例として図示されている本発明のいくつかの構成に沿った詳細な
説明を読むことによって、より良く理解されるであろう。
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【００１５】
　図１と２は、一例として、全体の形状がほぼ回転円筒面の形状で、側壁２が、「シャン
ペン底」タイプの、つまり急なドーム状の、つまり内部に向けてくぼんでいるタイプの底
３の最下部に接続されている瓶１の下側部分を示している。
【００１６】
　瓶１は熱可塑性物質、特にＰＥＴで作られており、半製品のブロー成形やストレッチブ
ロー成形の工程によって製造されている。
【００１７】
　底３は、下向きに突き出している円形の台地の形状に作られている中央の突起４（半製
品の射出成形工程から得られる結晶化した材料のペレットからなる、または、それを有し
ている）と、容器を平坦な支持物上に安定して置くことができるように実質的に１つの平
面内を延びている、この例では環状の、周辺の支持領域５と、中央の突起４から支持領域
５まで半径方向に延びている複数のリブ７を備えている中間の領域、つまりアーチ６とを
有している。
【００１８】
　本発明によると、複数のリブ７は、中央の突起４から支持領域５まで延びているが、支
持領域５は除外している。言い換えると、複数のリブは支持領域５に入り込んでいないた
め、支持領域５は環状に連続して延びている。
【００１９】
　さらに、図２と特に図３とからわかるように、複数のリブ７は２平面の形状、つまり、
瓶の軸線１ａに実質的に平行で軸線を貫通している中間の平面７ｃに関して対称なＶ字型
の断面を有している、互いに対して傾斜している２つの平坦な壁７ａ、７ｂで構成されて
いる。
【００２０】
　図２からわかるように、すべての２平面のリブ７は、円状に配置されているすべてのリ
ブが互いに接触し、補強し合って、機械的強度がより高く、作用する圧力に耐えるより高
い能力を有しているアーチ６につながるように、中断なしに互いに連続している。
【００２１】
　特に図１からわかるように、複数のリブ７は、湾曲している長さ方向の外形を有してい
る。複数のリブの谷底７ｄは、中央の突起４に隣接している谷底７ｄの領域において、中
央の突起４の基部よりも高くなっている、つまり、複数の谷底７ｄはこの領域で非常に著
しい曲率を有しているが、同じ領域で、複数のリブの頂上７ｅは中央の突起から軸線１ａ
に対して実質的に直角に分岐している。この構成は、アーチ６の強度を増す役割を担って
いる。
【００２２】
　複数のリブ７の谷底７ｄと複数の頂上７ｅは、支持領域５が平坦でその全範囲にわたっ
て連続するように、底の周囲に向けて、支持領域５の真上の（８の）曲率の中断のない１
つの連続した丸みを帯びた形状に徐々に融合される曲率を有するような、それぞれの長さ
方向の外形を有している。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明によって形成された底を備えている熱可塑性物質製瓶の下側の部分の概略
模式図である。
【図２】図１に示されている瓶の下側部分の下方からの斜視図である。
【図３】本発明の底のリブの図１のＩＩＩ－ＩＩＩに沿った断面図である。
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